
　

１
月
５
日
（
月
）
に
支
所
で
開

催
さ
れ
、
午
前
午
後
の
部
合
わ
せ

て
13
名
の
小
中
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
小
峰
眞
佐
子
先
生
の
指
導

の
も
と
、

納
得
の
い

く
一
枚
が

仕
上
が
る

ま
で
集
中

し
て
取
り

組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

12
月
14
日
（
日
）
ピ
ナ
ス
ホ
ー

ル
に
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
四

賀
混
声
合
唱
団
を
は
じ
め
、
ソ

プ
ラ
ノ
独
唱
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演

奏
な
ど
で
戦
後
の
希
望
や
せ
つ
な

さ
が
込
め
ら

れ
た
曲
が
披

露
さ
れ
ま
し

た
。
歌
い
手

の
一
人
一
人

か
ら
未
来
へ

の
平
和
を
願

う
気
持
ち
が

歌
声
に
な
っ

て
響
き
渡
り

ま
し
た
。

　

11
月
15
日（
土
）か
ら
26
日（
水
）

ま
で
初
め
て
日
本
で
開
催
さ
れ
た

「
東
京
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
お

い
て
、
刈
谷
原
町
出
身
の
太
田
歩

さ
ん
が
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技「
混

合
団
体
戦　

金
メ
ダ
ル
」「
男
子

ダ
ブ
ル
ス
４
位
入
賞
」
を
見
事
獲

得
し
ま
し
た
。

太
田
選
手
の
コ
メ
ン
ト

太
田
選
手
の
コ
メ
ン
ト

　

17
年
の
競
技
人
生
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
語
り
き
れ
な
い
ほ
ど

い
ろ
ん
な
出
来
事
が
あ
り
、
苦
し

い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
家

族
や
仲
間
か
ら
の
応
援
と
サ
ポ
ー

ト
が
支
え
に
な
り
ま
し
た
。
東
京

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
軌
跡
と

情
熱
と
感
動
、
そ
し
て
み
ん
な
で

勝
ち
取
っ
た
金
メ
ダ
ル
は
一
生
の

財
産
と
な
り
ま
し
た
。
応
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

１
月
11
日
（
日
）
に
令
和
８
年

松
本
市
ハ
タ
チ
の
記
念
式
典
が

キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
四
賀
地
区
で
は
29
名

の
方
が
新
二
十
歳
を
迎
え
、
内

22
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

四
賀
地
区
は
松
本
市
に
編
入
合

二
十
歳
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ま

二
十
歳
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ま

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

併
後
も
う
す
ぐ
21
年
。
皆
さ
ん
の

１
年
先
輩
で
す
。
村
時
代
か
ら
は

状
況
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

が
、
若
い
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

未
来
に
向
け
た
新
し
い
地
区
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
新
た
な
節
目
を
迎
え
た
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

おめでとうございます！
太田選手

世
界
の
平
和
を
願
い

歌
で
綴
る
戦
後
80
年

年
の
始
め
の
書
き
初
め
教
室

理科の面白さを伝え、生徒の探究心と
好奇心を育てることのできる教員を目指
す。� 大塚 宗汰

現時点では明確な夢や抱負はありませ
んが、経験を積みつつ、探していきた
いです。� マツダ

地元に帰って公務員として地域をより良
いものにするために頑張ります！！
� 齊藤 浬月

高等学校の保健体育科教員
� 坪田 麻央

４月から始まる社会人生活を前向きに頑
張りたい。
� H.H

修行が終わって四賀に戻ってきたら両親
と一緒にお寺から地域を盛り上げていき
たいです。� 真田 惇丞

新二十歳の方から目標や抱負を寄せていただきました。新二十歳の方から目標や抱負を寄せていただきました。
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御意見・御希望・お問い合わせは四賀公民館まで…　TEL　64－3112

四賀の世帯数・人口

世帯数　　　1,957世帯　
人　口　　　4,955　人
　男　　　　2,407　人　
　女　　　　2,548　人

362 1,809
3,749
1,819
1,930

（令和8年1月1日現在）



四
賀
地
区 

文
化
祭
＆
芸
術
祭

一
年
の
活
動
の
成
果
を
一
堂
に

　

四
賀
で
ス
テ
ー
ジ
活
動
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

の
発
表
の
場
と
し
て
12
月
７
日
（
日
）
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
、
太
鼓
、
合
唱
の
そ
れ
ぞ

れ
の
教
室
で
の
一
年
間
の
成
長
の
姿
を
ピ
ナ
ス

ホ
ー
ル
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
工
作
体
験
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
し
め
縄
作
り
、

餅
つ
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
冬

の
一
日
を
楽
し
み

ま
し
た
。

 

し
が
冬
ま
つ
り

WINTER GARDENING 2025
　12月20日（土）に信州ローズスタジアム
で竹の灯籠づくりのワークショップが行われ、
子どもから大人まで15名が参加しました。
　講師の安曇野市の竹細工作家古畑晃さん
の指導で子どもたちも慎重に電動ドリルで竹
に穴を開け思い思いの灯籠を作成しました。
　夕方には四賀バラ公園で点灯式を行い、
あわせて新企画のイルミネーションイベン
トも開催。ソーラー式のLED一万球が灯さ
れました。
　イルミネーションは1月下旬まで。暗くなっ
てから4時間ほど自動点灯します。

　地区住民が丹精を込めて仕上げた書画や手芸作品
などに加え、地区内の保育園、小中学校の子どもた
ちの作品や福祉施設利用者の力作も展示。支所内は
明るく豊かな色どりで満たされました。
　新そば祭りやチャリティーバザー、飲食の販売なども行われ、
多くの人が秋の締めくくりの地区の恒例行事を楽しみました。

　生涯学習フェスティバルから名称を変更。
歌、踊り、劇など趣味のサークルが日頃の練
習の成果を披露しました。

文化祭　11月15日土～16日日　四賀支所

芸術祭　11月16日日　ピナスホール
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